














要約 

ヒスチジン負荷試験がヒスチジン血症のヘテロ保因者診断に有用かどうかを検討した｡そ

の結果,ヘテロ保因者を確実に診断することは,血中ヒスチジン曲線からは不可能であった

が,尿中 FIGLU 排泄量からは可能であると思われた｡しかしながらホモ保因者と考えられる

母親が,ヘテロと判断されるような尿中 FIGLU 量を呈した点で,今後,採尿時間や尿量など

の因子を考慮する必要があると思われた｡ 


